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只
見
町
に
お
い
て
、
今
年
７
月
22

日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
「
た
だ

み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
頃
ま
で
の
農
具
や
漁
具
な

ど
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

が
町
民
の
思
い
出
を
記
し
た
カ
ー
ド

と
共
に
数
多
く
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
当
時
の
暮
ら
し
ぶ

り
や
知
恵
な
ど
を
学
ぶ
貴
重
な
施
設

に
な
る
と
と
も
に
、
町
の
観
光
拠
点

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
訪
問
し
ま
し
た
。刺し子にリアルで触れて感激しました。

！

地域おこ
し協力隊によるわがまち自慢

子どもたちが自分のまちを
愛せるきっかけづくりをしたい

いわき市田人町

今回は

春休み中だったこの日は完成したばかりの「田人ワークキャンプビレッジ※」で子ども
たちと楽しい時間を過ごしました。 ※子ども向けの自然体験やまちの人との交流の拠点

いわき市田人町
地域おこし協力隊

吉
よし

川
かわ

 竜
りゅう

太
た

さん
（岩手県出身）

　大学で地域活性化を学び、卒業後は地方でその学びを生か
したいと移住先を探していた吉川さん。偶然立ち寄った福島県
の移住相談窓口で田人町の地域おこし協力隊を紹介され、移住
を決めました。現在は「放課後子ども預かり」の運営全般を行っ
ています。「家同士は遠い田人町ですが、心の距離が近いとこ
ろに居心地の良さを感じています」と話す吉川さんは、「田人の
子どもたちには、大きくなってここに生まれてよかったと思える
ような時間や空間をつくりたい」との思いを胸に、日々、子ども
たちと向き合っています。
　「この先も大好きな田人町に住み続けて、子どもたちと関わっ
ていきたい。また、中高生の心のケアや居場所づくりなど、今
後は若者ともつながっていけたら」と笑顔で話してくれました。

子どもた
ちに

田人町の
魅力を

伝えてい
きたいで

す！

田人小・中学校は
「小規模特認校制
度」を導入しており、
その広報にも力を
入れています。

詳しくはこちら

田人中学校の総合授業に参加し、生
徒に年間を通して田人のことを知っ
て、考えてもらう授業を実施。

読者からのお便り2022年
  6 月号7

「大好き！ ふくしま」のコーナー、福島県の魅力を県外出身者の目で応援してくれていることに感謝だなぁと思い
ました。（須賀川市 60代）

訂正のお知らせ▶「つながる ふくしま ゆめだより 令和4年4月号」7ページ掲載の「知事だより」vol.20は正しくはvol.21でしたので訂正します。


